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研究成果の概要（和文）：　経済統計研究会・統計調査関連文献読書会の議論をもとに、(a)全数調査における無回答
の処理と(b)調査設計以前と以後の情報の乖離に対応した推計、(c)経済統計調査の母集団推計における統計モデルの利
用に関する理論的な整理、について研究した。(a)については、商業統計調査と経済センサス活動調査における事例研
究を通じて問題点を整理した。(b)については、小地域統計の考え方にもとづく対応方法を考案し、2012年統計関連学
会連合大会で報告した。(c)については、doubly protected な補完方法についてシミュレーション研究を実施し、その
成果をJSM2013で報告した。

研究成果の概要（英文）：The Economic Statistics Meetings and The Reading and Discussion on surveys were he
ld on a regular basis. Three themes were studied through these meetings: (a) Missing in censuses were revi
ewed using Economic Census and Census of Commerce; (b) A model for stratum jumpers based on small-area est
imation was developed and presented at Japanese Joint Statistical Meeting 2012. Quantile estimation under 
doubly protected hot deck imputation was studied through simulations and presented at Joint Statistical Me
eting 2013 in Motreal as an invited paper.
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１．研究開始当初の背景 
わが国の経済統計について、その精度が近
年低下しているのではないかという懸念が
広まっている。たとえば、個人情報保護に関
する意識の高まりにともなって、公的な統計
においてすら無回答の影響が無視できない
ことが指摘されている。 
また、急速に変化するサービス産業の比重
が高まっている経済統計においては、事前の
情報にもとづいた調査設計と事後的な情報
にもとづいた集計が必ずしも合致せず、その
ことが母集団推計を不安定にしている可能
性がある。調査後に発見された企業規模の移
動などが乖離の典型的な例である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、経済統計調査において発
生する諸問題を理論的に考察し、調査本来の
目的である母集団推計を正確におこなうた
めの方法を開発することにあった。具体的な
課題として、(a)全数調査（センサス）におけ
る無回答の処理と、それにともなう母集団推
計の精度評価、(b)調査以前（事前）の情報に
もとづく調査設計と調査以後（事後）の情報
との乖離に対応した推計、(c)経済統計調査の
母集団推計における統計モデル利用に関す
る理論的な整理、の 3点を研究した。 
 
３．研究の方法 
月に一度程度、経済統計研究会を開催し、
現在の経済統計調査の問題点について情報
を収集した。母集団推計方法の開発について
は、複数の連携研究者（後述）の助言を得な
がら、研究代表者と研究分担者が研究を進め
た。経済統計研究会の開催日時とテーマは以
下のとおりである。 
① 平成 23（2011）年 5月 28 日（土）「阪神・
淡路大震災後の家計調査実施上の対応：
いかにして統計の時系列を確保したか」 
② 平成 23（2011）年 10 月 15 日（土）「併
行作成物価統計：企業物価指数と企業向
けサービス価格指数について」、「企業物
価指数の見直し方針」、「品質調整手法の
比較分析：企業物価指数「テレビ」の例」 
③ 平成 23（2011）年 11 月 19 日（土）「『短
観』の現状と課題」 
④ 平成 24（2012）年 1月 21 日（土）「統計
検定の概要と意義」、「統計調査に関わる
資格制度の公的統計への貢献」、「統計行
政の変遷と評価：統計制度の改革を中心
として」 
⑤ 平成 24（2012）年 4月 21 日（土）「厚生
労働省の 3 縦断調査について：課題と今
後の方向性」 
⑥ 平成 24（2012）年 6月 2日（土）「農業・
漁業経営体の経営再開状況の確認結果に
ついて：農林水産統計における東日本大
震災への対応」、「2010 年世界農林業セン
サスについて」 
⑦ 平成 24（2012）年 7月 14 日（土） 

「小売物価統計調査について」、「How Fast 
are Prices in Japan Falling?」 
⑧ 平成 24（2012）年 10 月 20 日（土）「宿
泊旅行統計調査及び旅行・観光消費動向
調査について」 
⑨ 平成 25（2013）年 1月 19 日（土）「法人
土地基本調査と法人・建物基本調査につ
いて」 
⑩ 平成 25（2013）年 5月 25 日（土）「毎月
勤労統計調査第二種事業所の標本替えの
検討」 
⑪ 平成 25（2013）年 6月 22 日（土）「オン
ラインによる公的統計データの提供につ
いて」、「統計におけるオープンデータの
高度化」 
⑫ 平成 25（2013）年 7 月 20 日（土）「『日
本の将来推計人口（平成 24 年 1月推計）』
について」、「日本の地域別将来推計人口 
平成 25(2013)年 3 月推計」 
⑬ 平成 26（2014）年 1月 25 日（土）「平成
24 年経済センサス-活動調査の実施及び
結果概要等について」 
 
最新の研究動向を探るため、統計調査関連
文献読書会を開催した。 
① 2011 年 4 月 8日（金）18:00-20:10 
② 2011 年 5 月 13 日（金）18:00-20:10 
③ 2011 年 6 月 3日（金）18:30-20:10 
④ 2011 年 7 月 1日（金）18:30-20:10 
⑤ 2011 年 10 月 7日（金）18:00-20:10 
⑥ 2011 年 11 月 4日（金）18:00-19:50 
⑦ 2011 年 12 月 2日（金）18:00-20:10 
⑧ 2012 年 1 月 6日（金）18:00-20:00 
⑨ 2012 年 3 月 2日（金）18:00-20:00 
⑩ 2012 年 4 月 6日（金）18:00-20:00 
⑪ 2012 年 5 月 11 日（金）18:00-20:00 
⑫ 2012 年 6 月 1日（金）18:00-20:00 
⑬ 2012 年 7 月 6日（金）18:00-20:00 
⑭ 2012 年 9 月 7日（金）18:00-20:00 
⑮ 2012 年 10 月 24 日（水）18:00-20:00 
⑯ 2013 年 9 月 13 日（金）18:00-19:40 
⑰ 2013 年 11 月 1日（金）18:30-20:00 
⑱ 2013 年 12 月 6日（金）18:00-20:00 
⑲ 2014 年 1 月 10 日（金）18:00-20:00 
⑳ 2014 年 2 月 27 日（木）18:00-20:00 
 
４．研究成果 
 (a)については、商業統計調査における無
回答の処理方法に関する検討会において、学
術的な知見を提供した。経済センサス活動調
査における無回答の発生状況について、経済
統計研究会における報告をもとに検討した。
センサスにおける無回答の発生原因は多岐
にわたる。このため、(a)についての研究は、
問題点の整理に留まり、理論的な検討は今後
の課題となった。 
(b)については、規模・業種の移動に関し
て、小地域推定を援用した手法を開発し、
2012 年統計関連学会連合大会で報告した。 
その手法の基本的な考え方は、移動の発生



をモデル化することによって、集計のウェイ
トを調整することにある。たとえば、ある業
種の事業所規模の移動率は、ある程度類似し
ていると予想される。他方で、地域ごとに違
いがみられることも予想される。業種による
移動率の類似性と地域ごとの差異を同時に
扱う方法としては、小地域推定に利用される
縮小推定が代表的である。縮小推定を規模の
移動に利用することによって、規模の移動を
ともなう状況での推定が安定的になること
がシミュレーションによって確認できた。 
その成果を、2012 年度統計関連学会連合大
会（北海道）で報告した。質疑応答では、規
模の移動に関する想定がどれほど現実的か
という質問があった。業種・規模の移動を説
明できるモデルは一通りではない。しかし、
それが適切にモデル化できれば、提案した方
法が利用できる。 
2012 年度連合大会における報告の段階で
は、点推定の精度を確認するに留まり、推定
量の分散を推定するまでにはいたらなかっ
た。それに関しては、今後の研究課題として
残された。 
(c)については、doubly protected な hot 
deck imputation のもとでの分位点推定につ
いてシミュレーション研究を実施し、
JSM2013 の invited paper session で報告し
た。 
Doubly protected hot deck imputation は、
doubly protected random regression 
imputation の特殊形である。しかし、後者
が分位点の推定では doubly protected とは
ならないのに対して、前者は分位点の推定で
も doubly protected になる可能性がある。
その可能性をシミュレーションによって確
認した。 
さらに、ブートストラップ法によって分位
推定量の分散の推定を試みた。無回答を補完
したデータに適したブートストラップ法に
よる分散推定については、これまでに 2つの
方法が提案されている。再補完法と調整法で
ある。Doubly protected ではない通常の hot 
deck imputation については、どちらの方法
も一致性をもつ分散推定になる。ところが、
doubly protected な hot deck imputation の
もとでの分位点推定量の分散推定について
は、再補完法が妥当な推定を与える一方で、
調整法は妥当な推定とはならないことがシ
ミュレーションで明らかとなった。 
これらの結果を、 Joint Statistical 
Meeting 2013 (Montreal)で報告した。発表
は、invited paper session の招待報告とし
ておこなわれ、討論者は J.N.K. Rao 教授で
あった。Rao教授からは、(1)doubly protected 
hot deck imputation のもとにおける分位点
推定が一致性をもつことはまだ証明されて
おらず、シミュレーションの結果を理論的に
分析する必要があること、(2)再補完法で分
散が推定できる一方で調整法では分散が推
定できないことを理論的に分析するには、

Bahadu’s representation が有効であること、
の 2点をコメントしていただいた。これらの
ヒントをもとに、シミュレーションの結果を
理論的に説明することが今後の課題として
残った。 
Invited paper session であったため、著
名な研究者が複数来場していた。たとえば、
C.F.J. Wu 教授、W. Fuller 教授、J-K. Kim 教
授、C. Wu 教授も見えていた。C.F.J. Wu 教
授からも Bahadur’s representation が有効
であるとのコメントをいただいた。J-K Kim 
教授からは、2014 年度に来日していただき、
研究交流する約束を結べた。統計調査関連文
献読書会で Kim, J-K, and Shao, J. (2013), 
Statistical Methods for Handling 
Incomplete Data, CRC Press を輪読して Kim
教授の来日に備えるとともに、JSM で発表し
た研究成果の理論的な改良についても意見
交換する予定である。 
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